























穏な状態へと恒常的に衝き動かしているという事態だった。同じように不安な状況は、近代化を別なやり方で進めてきた日本においても、また関わる理念や現れる様相が異なるとしても、起き いる。今 その崩壊あるいは消失という経験を、現在の時点から見てもっとも近いところに仮説とし 設定してみた 。この条件に合致すると思えるのは、三島由紀夫（一九二五
　
七〇年）の場合








から金閣の美しさを聞かされてきた「私」は、実際の金閣を見て、自分が人生で最初にぶつかった難問 美ということだった と認め、次のよう 告白する。　　
夜空の月のやうに、金閣は暗黒時代の象徴として作
られたのだつた。そこで私の夢想の金閣は、その周囲に押しよせてゐる間の背景を必要とした。闇のなかに、美しい細身 柱の構造が、内から微光を放つてじつと物静かに坐つてゐた。人 の建築にどんな言葉で語りかけても、美しい金閣は、無音 、繊細な構造をあらはにして、周囲の闇に耐へてゐなければならぬ。
　　
私はまた、その屋根の頂きに、永い歳月を風雨にさ








































されていること、それへの献身を運命づけられているように語る。けれども はしばしば言われるような三島の美への一途な殉教の物語で ない。美はそんな殉教を許すほど単一では いのだ。美は時に不可視で不安定であるばかりでなく、この修行僧にとっては、生きていくことを妨げるものであった。生きていくため は、他人と世界に触れることが必要 ある筈だが、 この疎
通から彼を引き離すものとして現れた。世界への通路となるのは、何よりもまず女である筈だっ しかし、彼が女に触れようとすると、その間に金閣の幻影が現れ、彼はそれを乗り越えることができない。美は、自分を所有することを許さないにもかかわら 嫉妬深く、自分に関わる者がほかのものに関心を示すことを望まない。そんなことが二度にわたって起きる。彼は の束縛を破るためには、美を破壊せねばなら 。これが彼が金閣に火を放とうとする理由である。　
しかし、この決意すら一貫して決行されるわけではな








て、自分も消滅することで美に同化しようとするのである。彼は二階の潮音洞に駆け昇る。続いて三階の究竟頂に行こうとするが、扉は開かない。力の限り叩くが虚しく、足下に火の爆ぜる音が迫ってくる そ ときまた彼の気持ちは変化する。 〈ある瞬間、拒まれている う確実な意識が私に生まれたとき、私はためらわなかった。身を翻して階を駆け下りた〉 。　
外に出た彼は、左大文字山の山頂まで駈けのぼり、金


















けでは矯められ ことはなかった。それは の制約を、やすやすととは言えないにしても、溢れ出るものだった。では、彼 次に何をしたか？
　
彼は、この形式を文





この見方をいっそう拡大しかつ集約したところに、美を総括する存在が求められ、浮かび上がる。それが「文化概念として 天皇」という考えである。 〈私は私 エステティックを掘り下げるにつれ、そ 底に天皇制の岩盤がわだかまっていること 知らねばならな った〉 （ 「二・二六事件と私」 ）と彼は言う。　
彼のこのような志向は創作上では、一九六一年の『憂



















侵蝕の上に成立ち、儒教道徳の残梓をとどめた官僚文化によって代表されていたことと関わりがある。私は先ごろ仙洞御所を拝観し こののびやかな帝王の苑地に架せられた明治官僚補綴の石橋 醜悪さに目 おおうた。
　　
すなわち、文化の全体性へ再帰性、主体性が、一
見雑然たる包括的なその文化概念に、見合うだけの価ヴェルト ・ アン ・ ジッヒ
値自体
を見出すためには、その価値自体からの演





















論理と根本的に相容れず、とりわけ軍隊との直結 求めるなら、それが実現された瞬間に、文化概念 して 天皇は政治概念 しての天皇にすり替えられてしまう。　
三島はこの批判に対して、ぎゃふんと参ったと白状し
ているが、おそらくは 以前 、この文化概念としての天皇そのものが不可能であることを そ エッセンスである「美」 不可能として熟知 いたように思われる。 「憂国」の将校は、新婚の身であ のを慮ばかられて自分は蜂起 決行に誘われなかったと考えるが、有り体に言えば、おそらくかなり前から計画されていた大義の行動に最初から誘われることはなかった。 「十日
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まで重なり合うことは明らかである バタイユは 神は死んだとい ニーチェの宣告に震撼 れたが、 『英霊の声』の右のような兵士たち 嘆きも、 「神」と「美」という違いがあるにせよ、絶対的なものの消滅を告げニーチェ この宣告にこだまを返している。それによく
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ける「神」と う絶対的なものへの強烈な関心は、自分のうちにある「美 への関心が共鳴すると感じられたらである。しかし、当然ながら、二人 作家は同あり得ない。む ろ共通する部分があるだけに 相反する部分もまた明らか なってくる。バタイユにおいては、 「神」は近代において不可能であり、この不可能を「神」という言葉で呼び続けることは欺瞞にほかならな





























意味を受け入れることはなかった。彼は後退することを拒否した だ。彼は人間の中に「美」が現前するよう求めるのを放棄すること なかった。バタイユもまたある時期まで、自分を死に処することによるとしても、聖なるものの経験を引き起こす を目論んだ 宗教的秘密結社アセファルにおいて彼は、神話 産み出すために自身を供犠に付してくれるよう友人たちに依頼するが、断
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るとしても、個別の作家の思惑を越えていくものだ。戦後日本の社会は 世界史的な動きといっそう緊密に関係しながら、その運命を実現していく。私たちは、西欧の文化と芸術に 「神」の存在が解体されつつ、社会の動きの内部に吸収され、その動きを不安定化させ、時 陥没や麻痺をもたらすことがある 見たが、そ は西欧の動きというよりは、近代 いう時代の動きであ 。そうであるなら、私たちは「美」をめぐって同様の動き












中ほとんど休まずにやって来たということだから、彼女はあの岩の上でおよそ三時間も坐っていた計算になる。彼女は彼 同じ道をたどって、陰気な潅木の中から谷底に降りてきた。河原に立ったとき、彼女は谷底にのしかかる圧力を躯にじかに感じ取 たという。両側からずり落ちようとする山 重み ひずんで 河原の地面が尾根や平地とは違った弾力で彼女の歩みを受け止めた。岩がどれも土の軒にこもる に押し上げられて、浮き上がりぎみに、不安定 横 わっていた。その力は地面だけではなくて 空間にもみなぎた。谷底に降り立っ 瞬間、彼女はプールの水の中に
頭から飛びこんだ時の、あの水圧の鼓膜にかかる感じを受けた。そのせいか、近くの沢の出会いから轟いてくる水音も、なにか緊張した薄膜に隔てられたみたいに、騒々しいのにじかに迫ってこない。杳子はひどく背をまるめて歩 ている自分に気がついた 疲れ それほどでもなかった。そのまましばらく歩 て、あ平たい岩のところまでやっ 来て、杳子はリュックサックから水筒を出そうと思って、まず岩の上に腰をおろした。
　　
岩に腰をおろして、灰色のひろがりの中に躯を沈め








山を構成する深い割れ目のことである。この空間には、両側に聳え立つ山腹からその重みがゆっくりと下ってきて重なり合いのしかかってくる。この重みは谷を下り、谷がほかの谷と出会うところで、後者 谷からやってきた重みとぶつか う。その時、二つの重みがあやう平衡を取ることがある。そ ような平衡を可能にする地点が谷底にはいくつ 存在する　
複数の重みが重なり合う場所があるという現象は、私
たちのこれまでの関心であるあの過剰さについて それが非生産的に消費されないまま合理的なシステムの中に押し込められるという状況 呼応し いるように思われる。 〈両側からずり落ちようとする山の重み ひずん
で、河原の地面が尾根や平地とは違った弾力で彼女の歩みを受け止めた。岩 どれも土の軒にこもる力に押し上げられて、浮き上がりぎみに、不安定に横たわ ていた。その力は地面だけではなくて、空間 もみなぎっていた〉 。この記述は、消化でき い過剰さが無理 注込まれることで複数の力が角逐し、一方が相手の上にのし上がり、ま 他方が相手の下に潜 込むようなありさまを示している。そしてそのような場所に入り込むと、多方向から来る重みの網の目に捉えられて動くことが出来なくなって まうのである 〈彼女のまわりには 相変わらずたくさんの岩 どれもこれも重く頑固に横 わっていて、お互いに不機嫌そうに引っ張り合って釣り合いを保っている。その網の目にくりこまれてしま彼女は身動きが取れ かった〉 。それが杳子が立ち上がれなくなった理由であ　
注意したいのは、この山の重みは、重力によって下降
する動きであり、この きは水となって現象すると う点であ 。 〈谷底に降り立った瞬間、彼女はプールの水
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の中に頭から飛びこんだ時の、あの水圧の鼓膜にかかる感じを受けた〉と杳子はいう。私たちが想定したあの過剰だが消費されな ったエネルギーは たとえば雨となって地上に降り注ぎ大地に吸収されるが、それはやがて地中から湧き出し、細流とな て下りはじめ 谷を抉って行く。そして水は重みとなって出会いのところに集積する。そのために重み 流れるもののイメージを与えられてい 先 引用の次の節では〈河原 岩という岩が、一斉に流れ落ちる感じになった〉 書かれて る。あるいはもう少し先では、彼と彼に助けられた杳子は谷を下って くのだが、吊り橋のところまで来た時、 〈橋のたもとで、杳子はまた地面にかがみこんでしま う。そして促されて立ち上がっても、うっとり 流れに見入り、 〈足元の急流を見つめると、橋全体が水 ぶ を上げて、上流に向かって勢いよく滑り出す……〉 いう動きに身を攫われそうになる。ここで彼女は流れる水に反応し共振しようとしている。　
杳子とはこの重みの集積から来る変調により鋭敏に反







の空間の意識であろう。この作品は、この若い女性が空間に対して持つ特異な感覚の記述で埋められていると言ってよい。まず彼女は再会した彼に、動けなくなってたのは高所恐怖症だというのだが、その症状が谷底で発現し という不合理を指摘されると、 〈谷底って、高さの感じが集まるところ〉であるから、と答える。彼女において空間の上下 逆転している。そして奇妙なことを喋り出す。　　
もしもお部屋の床がレンズみたいにふくらんでいた
































だが、その前に杳子に関わってく 彼という同い年男、杳子の姉によって「Ｓさん」とだけ呼ばれるだけの男の役割を確かめ み 必要がある。彼は一見したところ杳子 保護者のよう 見えるのだが、そうではなく、むし 共犯者なの 。この作品について語ろう して、杳子の側から見た出会い 部分を引用することから始めたが、実はこの作品は、杳子は谷底に座って た い一節で始まるもの 、その後すぐ彼の側の記述に転換される。それは〈彼 午後の一時頃、Ｋ岳 頂上から西の



















うことがない。そして杳子は、笑いと嫌悪という相反する感情を見せて、接近 は遠ざかる。ここで「嫌悪」という が出てくることには注目すべきだろう。彼らはただ惹かれ合うのではない。少なくとも これは難病の恋人を見守 誠実な男の恋物語ではない。この感情は、さして長くはないこの作品の中 なんどか繰り返され、しかも双方から表明される。 〈 「あたし、石になってやるから」／無邪気めかした喋り方だったが、目の中には嫌悪が動いていた〉 。 〈 《あの人に見られていたの……》という驚きと そ 嫌悪が女の躯にひろ っ
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いては、始まりである谷底の場面での杳子の感情を思い出さなくてはならない。後になってだが、 〈あ 時い、杳子は自分がここにあるこ を鮮やかに感じ取ことはなかったと言う〉という告白がなされる。また〈杳子は幸福を感じた〉とも言われている。つまり、あ







の不均衡を、もっとも鮮やかに捉えた例だろう。だがそれは古井の場合だけに限られない。私たちは、同じ時期の別の例を検討したい。出来るなら、私たちの最初の関心の現れ方を引き継ぐような例を見出したい。最初に私たちの関心を惹いたのは、私たちを故なしに惹きつけてしまう何も かが不意に現れると う 事である それは『パン屋再襲撃』での〈特殊な飢餓〉だし、またバルトのプンクトゥムである。この不思議な作用 及ぼす何かは、 『杳子』では、山の重みが釣り合いをとる谷底のある場所である。ところで、その場所 ついては、そこに入り込んだ時、彼女はプールの水 中に頭から飛びこんだ時 、あの水圧 鼓膜にかかる感じを受けた、と言われているから、この重みを水だと考えることにしよう。重みは水という姿を取って谷 下り、あ 場所でひしめき合う。であれば、この水はさらに、山の重みを内部に担いながら山を下り、さ に支流か 流れを加えて
行くだろう。するとそれはいっそうその作用を強めるだろう。そして途上で何か新たな動きを引き起こすかもしれない。そんなふ な想像を誘われるのだが、この想像に呼応する作品は確かに書かれているのであって それは後藤明生の『挟み撃ち』 （一九七三年）である。この作品 『杳子』 三年後に発表され、古井由吉と後藤明生はのちに内向の世代という名の下 結びつけられることがあって、 「内向」と 特性を共有してはいるのだろうが、今 それ は頼らない。二つの作品を繋ぐと考えたいのは 川というイメージである。　
この作品もまた、始まり方が印象的である。それはあ















何年 前、この附近一帯を大学生たちが占拠しようとした。解放区という のを作ろうと ヘルメットをかぶり、タオルで顔を覆い、手に手に棒を持寄 て警視庁機動隊と衝突した。しかし彼らは間もなくその計画を諦めざるを得なかっ 車道へ出て遊んではいけな


























出す。そしてそれが何処へ行った が急に気に掛かりだし、そのために、上京後浪人時代を過ごした町（北足立郡蕨町）で当 の下宿の主人たちに尋ねればわかるかもしれないと考え、山川との待ち合わせの前に、外套の行方を求めて、その町を駆けめぐってき ところである。　
しかし、読者に不審の念をさらにかき立てるのは、ペ
ージ数の大部分を占める消 去った外套を求めて〈わたしの一日巡礼〉と、山川の存在が無関係であることが、最後になってことさらに強調されることである。 「わたし」は橋の上で、山川のこと すっかり忘れていたことに気がつき、何故だろうかと自問し、それは彼が二十年前の自分とは無関係 人間だったからだと自答する　　
つまり彼は、ある日とつぜん早起きをして家を飛び




























考える時、始まりが川の上に架けられた橋の上であることは重要な設定である。 『杳子』を読むことで確かめてきたように、川の水とは、散乱させられ吸収されながらも浸出してくる過剰なエネルギーの取る姿であり、それは山を下っ ばかりのところで のしかかってくる圧力を集約する場所をつくり出した。この川は らに下ってくると、なおい そう強められた磁力をそこに近づく者に及ぼしてくるように思われ 。御茶ノ水駅前 緩い勾配のあるアスファルト地帯は〈まことに落ち着か〉ず、 〈誰も立ち止まら〉ず、かつても今も〈学生たちの交叉点〉であるのは、そのためだろう。だから、橋を渡るとは、この力に身を晒し、そしてその上で立ち止まるとは、杳子がそう ったように、この力を故知らず深く受けとめてしまうこと ほかならない。その結果 して「わたし」は、この橋 上 来 のが偶然であ ことにも助けられて、いったん自分の立 い 橋の名前を忘れるのだが、こうして一端堰きとめられ 記憶は 今度は堰を切っ 溢れ出 それによってあ ゆ 橋の名
が彼の口に現れ、次いでそれらの橋の下にそれぞれの川が流れ始めるのだ。　
このように山々の間を抜け出て深められた川は、作用
する新たな力を持ち始めるように思われる。それは安定しようとする平面に溝を穿ち、拡大しながら、言ってみれば平面を分割してしまう。するとこの分割さ て二つとなった は、それぞれ固有 やり方で動こうとして、ずれを起こしてしまう。この点からす 、橋とは、分裂し、ずれていこうとする空間をつなぎ止める装置であり、けれども、その上に立ち止まるとは、このきをより鋭敏に受けとめ なお増幅する とにな かもしれないのだ。　
橋の増殖は、歩道橋にまでおよび、この増殖によっ
て、東京という都市の空間は、無限に分割される。そして橋によってつなぎ止められながらも 離反 、衝突し、また重なり合う動 始める。 「わたし」はこの動きの上に、立ち続ける。彼は橋の上にふと立ち止まったのだが、この作品の標題とされている将棋ゲーム「挟み
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狭間にもう一つの揺れ動くようなイメージを与える。それは「外套」である。ついに行方知れずに終わるこの外套は、あのプンクトゥム ような役割を果たしてい 。「わたし」はゴーゴリの『外套』 （一八四〇年）を愛読していた。この作品への愛着が、かつて九州の田舎から東京に出てきた時 旧陸軍歩兵外套を思 出させ、そのことが失われたこの外套の探索を思いつかせ、かつ 下宿を再訪する巡礼へと駆り立てる。だがこの外套 いうものが、他人の注意を引き寄せるらしい力を持って ること、しかもその力は橋の上に立ち止ま 時に現れてくることが仄め されてい の 見逃して ならない。　
彼は〈橋の上にただ立っているだけの男〉であるが、
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人の作家に揺れ動く不確定な世界が現れてくるのを私たちは見たが、同様の経験が、同じ時期にもう少し性格の異なる領域つまり哲学 領域で より若い世代によって追求されている を見ることが出来る。それは柄谷行人の 『マルクスその可能性の中心』 （一九七六年）である。　
彼は、 『資本論』という著作が卓越しているのは資本




と書いてい とに着目する。彼によれば、マルクスは商品 いうありふれたもののの中に奇怪 動きがあ ことに気づいたのだ。この動いているも とは、商品とう形態で実現されながら、そこに内包されている「価値」である。 〈マルクスは 初め 商品あ いは価値を見出した〉のであり、 〈 『資本論』と う作品が卓越しているのは、それが資本制生産の秘密を暴露しているから
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ではなく、このありふれた商品の「きわめて奇怪な」性質に対するマルクスの驚きにあ〉り、 〈 『資本論』において、このもっとも単純な商品の奇怪さは 叙述のどの段階においても存続しいわば姿を変えてふくれあがっていく〉と述べる。これが柄谷のいうところのマルクス「価値形態論」であり、その持続が資本制生産のシステムを変容させ展開させる。彼はこの価値形態論を、彼の言葉に従えば、マルクス自身の意図に反しても、つまり論旨を彼の視点から一貫させて明らかにしようとする。　
たとえば柄谷は、マルクスが〈商品は使用価値であ




















































て読解の方法に反映しているのを見ることが出来る。批判あるいは批評するとは、まったく別の原理（と見えもの）を対置することではなく、微細な差異を相手に対して差し挟むことだ。微細な差異こそ、違いがもっとも正確に現れざる 得ない場所であって こか 開始することで初めて全体の動揺にまで及ぶ とが出来る。マルクスが古典経済学に対して行った、またヘーゲルを先頭とするドイツ観念論哲学に対して行った読解は の例である。　
複数のシステムがあって、それらがけっして同一にな
ることがないなら、そこに差異が生じ、それが価値をつくり出している。だが この価値は何かほかのものと同一であることができないからには過剰を持つ価値で
















れだとしたら、なぜ「商品」の如きもの、つまりそれ自体だけで完結して価値を持っているように見えるものが現象してしまうのだろうか、という問題が次 出てくるだろう。商品が成立するのは、終わること ない差異のたわむれが停止させられて ま らである。柄谷はそれを〈関係を存在と化 てしまうことだ〉と言ってる。つまり、関係を固定し、そ だけ 充足して ように見える「もの」に変化させ 動的な性格から切り離してしまうからである。　
経済学においては、この停止は貨幣によってもたらさ
れた。というのも、貨幣は価値を一定の基準に従って数量化するこ によって同一性の中に置くからである。あ





学」である。形而上学とは、物質と直接に触 合うような生々しさを抜け出た、あるいは失った思弁の とだが、価値を産み出す差異のあのたわむれから遮断され価値は 形而上学の性格を帯びる。　
形而上学化は、もう一つの重要な結果をもたらす。そ






































































ける力があるのだが、それは他を異質なものとして認知する不滲透性の性格を持つ いうことである。芸術はこのような性格が備わっているし れが って初めて芸術は存在し始める。ヴァレリーはそのように考えるのだが、この性格とは、どこまでも差異を醸し出すあの
示差的な運動のことにほかならない。　
このように経済学を筆頭として、言語、哲学、芸術の
領域で、それぞれ「中心のない差異のたわむれ」が見出されるとしたら、そ は、文学 う領域で、私たちこれまで、少なくとも一九七〇年以降、すなわち三島以降の作家たちの代表として、古井由吉と後藤明生に見出してきた、あのいくつかの地点のもつ作用 通じ合っているように思える。　
三島は『豊饒の海』おいて、清顕、勲、ジン・ジャン
の転生を受け継ぐも として透を登場させながら、 〈昆虫で言えば何か擬きのようなも 〉として嘲笑した上で排除した。しかし、透は、もしかすると、清顕らの転生が同一性の反復であったのに対し、差異をもたらす存在であったかも れない。だが、三島はその可能性を決定的なやり方で忌避 の る。　『杳子』において女主人公が座り込んでしまった〈山の重みがそこ 釣り合いを取る場所〉というのは、谷出会いという複数の力 せめぎ合う場所のこ だった
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（）	 『文化防衛論』収録の「橋川文三氏への公開状」 、八 ページ。
（
（）	 『英霊の声』 、二〇〇五年 河出文庫、六五ページ。
（
（）	 「小説とは何か」 決定版三島由紀夫全集 第三 巻、新潮社、二〇〇三年。
（
























































































いをいれない。まず人口の移動が起こ 。都市は 農村から人々を吸い上げ、労働力 て使用し、富をつくり出しては、それをふた び生産のプロセスの中に投資してこのプロセス 拡大し、いっそう大きな富を産み出す。そういうシステム 作り さらに多くの人間を周辺から引き寄せる。
　
このシステムは、都市を豊かにすると同時に、富に付































































丁目にある。今は分かりにくくなった由来を補足すると、この日付の時期、状況劇場は、それまでテント上演の地 していた新宿花園神社から締め出さ 、新宿西口公園事件を経 、渋谷周辺で公演するこ が多かった。
『ジョン・シルバー、愛の乞食篇』などが上演されていた。ワシントンハイツは、今の代々木公園からＮＨＫ放送センターにかけての地域であり、真っ赤な代々木とは、共産党の本部のことである（革命 震源地となる考えられてい だろうか？） 。日暮里 鶯谷は、上野の山から下っ くる地域、山谷は浅草の北、日雇い労働者 宿泊施設のあっ である。 「谷」のつく地名は、文字通り窪みを示している。権太原は、信濃町駅から外苑東通りを南に下ったところにある交叉点のあたりで、六〇年代から七〇年代にかけ ゲイの交流の場所だったという。　
だが今もっとも興味深いのは、吉増が、騒乱は低地で




位置する。この地名は、そして街区の大きさと特異さ（これについては後で見る）は、この街を谷あるいは沢の代表とする。そのもっとも重要な性格は、それが低地であり、そこに「不吉」さがいっそう集約されて現 るという点である。不吉さは、今度は〈死体となっ 歩いている〉あるいは〈騒乱はつねに谷で起こる〉 いう表現によってより明瞭に言い表されている。この場合は、状況劇場が新宿と渋谷 引き起こした騒ぎが念頭にのかもしれない。彼らは渋谷で、先に劇場を開いていた天井桟敷と、一九六九年に衝突事件を ている。　
渋谷が低地だというのは、地理的に事実である。この
街は、表記が示すように、谷に由来する。ここには新宿








定さ 、それにしたがって、新宿・渋谷・池袋が大規模な再開発計画の対象となる。これらの地区では優先的に公園と街路が整備さ 、建築の容積率が緩和され、事業活動が活発化するようにさまざま 施策が施された。もっとも大規模だったのは新宿西口の開発だった 、その結果として、三つの地区はビジネスと商業 地区として発展し、副都心と呼ばれるようになった。　
しかし、副都心としての発達の様相は、地区によって
異なる。今問題にしているのは渋谷だが、渋谷が新宿あるいは池袋と大きく異なる点が一 あった。それは新宿と池袋に 、前者については西側に淀橋浄水場（一九六五年に廃止され 浄水場は東村山に移転した）の跡地があり、後者につ ては東側 東京拘置所（巣鴨プリズンと呼ばれた施設だが一九七一年 移転する）の跡地がったので、ふ つの地区は、新しく計画された都市を、水平に拡げていくことが出来た。高層ビルが建築されその最初は、前者には京王プラザホテル（開業は一九七
一年） 、後者にはサンシャイン
6（ビル（開業は七八年）
である。これらに対して、渋谷においては、東側には青山、西側には松濤という明治以来の高級住宅地があり、水平に拡がっていくこ ができなかった。そのために、膨張の力は圧縮されて駅の周辺 留まること なっ と考えてみよう。資本主義的な都市機能の蓄積は、渋谷においてもっとも高密度に行われた だ。　
渋谷の街は、先ほど見たように川と坂が集っていて、




強力な集約の作用が行われ その作用は谷の底に、つまり駅そのもの いっそう集約される。ここにはＪＲ東日本（山手線、埼京線） 、京王（井の頭線） 東急（東横
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うに思われる。運 れてきた重みは川 坂を経由 、さまざまな方向からこの地点に侵入 。駅舎は単体ではなく、商業施設ほ と複合的に接続している。複数の重みがその接続を介して駅 内部に侵入する。それらの重みは、ぶつかり合い、押しのけ合い、相手の下に潜り込
102空間の輻輳に関する試論　Ⅲ


































































そこで戦後の盛り場について簡明に〈一九七〇年代の東京における盛り場の変化を一言で要約するなら 「新宿的なるもの」から「渋谷的なるもの」への移行ということができ 〉と述べている。六〇年代まで新宿 渦巻
ていたエネルギーは、一九七三年のオイルショックのあたりを境に急速に色あせる。新宿はそ 後、西口に巨大なオフィス街をかかえた「新都心」として衣替えをして発展するが、かつてのような吸引力は失われ いったと彼は見な 。そし 〈 「新宿的 るもの」の衰えに代わるかのように、七〇年代半ば頃 ら若者の感性に強い影響を及ぼしていくのが公園通り界隈を中心とする渋谷である〉と展開する。　
先ほどの吉増の「航海日誌」のなかでも、すでに高

















分析は詳細で、拾い上げられる事象は多岐に及んでいるが、その中で、私たちのこれまで 関心の糸、つまり人間の活動の中には過剰なも があって、それ 都市の中に流れ込んで蓄積され ある種 変調、とりわけ空間に変調を引き起こしているのでは いか、という疑問に答えるものがある で れを検討しよう。最初は、先ほどの引用でも名指されている〈公園通り界隈を中心とする渋谷〉また〈パルコに代表される西武資本の都市戦略〉の分析であ 。　
それまで区役所通りと呼ばれていた、駅から原宿と



















































った橋川の場合とは異質の厳しさを持つ。それを確認しておこう。吉本はおそらくは『文化防衛論』を読んで、事件の前年に「天皇および天皇制について」 （一九六九年）で、すでに次のように書いている。 〈少なくとも現在の古典研究 水準から言っても、私たちは「日本人」的という概念を 歴史的な （制） 」以前に遡って成立させることが きる。それは、川端康成や三島由紀夫によって らえられてい 美的な感性とは似ても似つかないものといえよ 。そしてこの段階 南島をはじめわが列島の各地に散 ばっている土俗 宗教 文化にその実体を求めることができる〉 。彼は の実体を媒介させるために、古典を読む際には、柳田あるいは折口の民俗学的な研究 援助を求めた。事件が起きた時も同じ立場からの批判を、 「暫定的メモ」 （一九七一年）明らかにしている。 〈神話や古典は大なり小なり危険な書物である。読みかたをちがうと それ あつめ編さんし記した勢力の想像力の軌道にしらずしらず乗っかり、
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かれらの想像力の収斂するところに「文化的価値」を収斂させることになる。これはある意味では不可避の必然力をもっている〉 。そして次のように突き放す。 〈三島が「日本的なもの」 、 「美的なもの」とかんがえていたものは、 「古代朝鮮的なもの」にしかすぎない。また三島が「サムライ的なもの」と考えていた理念は、わい小化された「古典中国的なもの」にすぎない。この思想的錯誤は哀 を誘う〉 。だが、今注目したいのは、 ように対蹠的な立場だったとしても、一九七〇年前後の時代に大きな変化を見ることでは、二人が共通するという点である。そして当然以後の道程 異る。　
吉本の元々の関心は理論的には、人間の観念の世界は
日本においてどのように運動し形成されるかということであって、それは『共同幻想論』 （一九六八年）に集成されるが、人間の観念のあり方への問いはその後、イメージの問題とし とりわけその姿がもっともよく現れる都市という場で 取り出される。これ 関わる論考はまず『空虚 しての主題』 （一九八二年） 、 『マス・イメ


























の両側の店と通路とには境界がなく、そういう細い通路をくぐり抜けていくとは、ちがう店に境界を越えることなく入り込んでしまうこ になる、というのである。ポイントは、全然違う何かが重なって同時に存在していが、その間には境界がないと う奇妙 空間が現れたと語られている部分である。この空間の例はアメリカのＳＦ映画から採られているけれども、見出され いるのはまさに、先ほど見た渋谷駅の いはパルコ的な空間ではないのか？
　
この空間はまずセグメント化され、そ
れぞれのテイストによって個別に統一されて る。スポーツ用品店とそれとは違う店と言わ ように。けれども、ふたつ 間には境界がなく、容易に通過しまう。渋谷駅のようにどこにつな いるのか分からなくなる この奇妙さは、逆 見る方 よ 分かると言えるかもしれない。つまり、人は容易にある から別店へと移動でき のだが の店はまったく別の空間であり、そこには確かに境界が越えられているのだと。
　
あるいは、吉本は触れていないが、レプリカントとは








ているのですが、七〇年代に入って都市で何がおこったかを、ごく抽象的にいってしまいますと、ひとつは「イメージ化」 、もうひとつは、 「異化」 （ちぐはぐさ）が都市の内部におこったことだとおもい す。このふたつ 七〇年代以降の兆侯として都市であらわれたとです。
　　





























現在の建築が共存しているありさまのことだろう。けれどもそれらの間には、差異（ずれ）があり、それは次第に際立って異和感を与えるが、そこを通過しこれらの建築を見る者は、こ 差異を了解するために、つぎはぎになった空間を繋がなくてはならなくな 。その時に想像力が要請され、それ イメージ 引き出 だろう。　
しかし、この遅延は空間的なものでもある。なぜなら






















































くり出されたものではない。吉本のこの小島論は、 『ハイ・イメージ論』という拡がりの中に置かれているが、そのことは当然ながら、彼の分析の背後 、この書物全体の主題である、都市のもつイメージ生成 力が透視



















かって下降させ すると人物たちは、 由 作品の中に侵入し、また自由に作品から抜け出 ゆく。そして実在と思われていたものは混沌と化し イメージの世界と
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区別がつかなくなる。またイメージもどこかで実在に向かって溶けてゆく。さきほど、渋谷駅がトロトロしていて、どこから 駅 不明で、いつの間にか百貨店やエレベータに入 いたりするという記述を参照したが、のような様態にもっとも近いのが小島のテキストではあるまいか？
　
文学作品のテキストは、もはや単純な写し
絵ではあり得ない。それは都市の風景と同じように、幾重にも重ねられ融合しまた剥離する空間と って現れる。この姿は遠く離れ がらも、私たち 時代 もっとも中枢的な生の場所である都市の持つイメージ産出の力に由来している。それ 私たちに、都市がどのような場所あるいは空間であるかを知ることを可能にするが、同時に、必要ならば、それが醸し出す不安＝不吉さに対抗する根拠をも提示するの 。　
吉本が捉えたのは、書かれた日付からすると、一九八












































































































「はじまりのおわり」と「おわりの じまり」 』 、二〇〇




（ 『ハイ・イメージ論Ⅰ』 、一〇九ページ） 。柿伝について
は「都市論」 （ 『像としての都市』 、二二ページ）に言及がある。教会については、 「イメージの世界都市」 （ 『像としての都市』 、九六ページ） 、 「映像 論」 （同上一〇八ページ）などに言及があるが、山手教会の名前が挙げられているわけではない
（
（（）	 「多空間論」 、 『ハイ・イメージ論Ⅰ』 、一二五ページ。
『わが転向』では次のように言っている。 〈都市としての東京は、農村と対立する意味での歴史的な都市から 現実形而上化 つまり像空間としての都市（超都市）の方向に変貌することは言うまでもないことです〉 、九六ページ。
（
（（）	
小島信夫『菅野満子の手紙』 、集英社、一九八六年。
（
（（）	 「走行論」での引用、初出は一九八六年。 『ハイ・イメージ論Ⅰ』収録、二七三ページ。
（
（（）	
同二八〇ページ。
（
（（）	
山中伸弥のブログから。二〇一五年五月十四日。
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